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【修正箇所対比表】第 5次和泉市総合計画（案） 

ページ 修正意見等【新】 当初計画（案）【旧】 変更理由 

３ 

【表】 

生産年齢人口および高齢人口の増減率（2010～2040年） 

出典：和泉市若年世代定住条件等に関する意識調査・分析及

び提言報告書 

【表】 

生産年齢人口および高齢人口の増減率（2010～2040年） 

出所：藻谷浩介(2014)をもとに一部修正。  

・出典元の修正 

４ 

【第３節】 計画の期間と構成 

（２）計画の構成 

＜重点施策＞ 

 『将来ビジョン』で示したまちづくりの基本方針と政策の

取り組み方に沿い、本市が重点的に取り組む施策を体系的に

示します。なお、社会情勢の変化等に対応するため、必要に

応じて見直しを図ります。 

【第３節】 計画の期間と構成 

（２）計画の構成 

＜重点施策＞ 

 『将来ビジョン』で示したまちづくりの基本方針と政策の

取り組み方に沿い、本市が重点的に取り組む施策を体系的に

示します。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 

（下線部の追加） 

５ 

第２章  計画策定の背景 

【第１節】 とりまく時代潮流 

（１）人口減少社会の到来と少子高齢化の進行 

(中略) 

今後、人口減少に歯止めをかけるためには、子育て支援や

教育環境を充実し、まちの魅力を高めることにより若い世代

の定住・転入を図るとともに、将来の急速な高齢化に備え、

健康寿命を延伸するための取組みを進め、多くの人が「住み

たい、住み続けたい」と思えるまちづくりが必要です。 

第２章  計画策定の背景 

【第１節】 とりまく時代潮流 

（１）人口減少社会の到来と少子高齢化の進行 

(中略) 

今後、人口減少に歯止めをかけるためには、子育て支援や

教育環境を充実し、まちの魅力を高めることにより若い世代

の定住を図るとともに、将来の急速な高齢化に備え、健康寿

命を延伸するための取組みを進め、多くの人が「住みたい、

住み続けたい」と思えるまちづくりが必要です。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し（下線

部の追加） 

９ 

（４）地域経済と雇用状況の変化 

◆和泉市の工業の推移◆ 

注：平成 11・13年は従業者規模 1～3人の内特定 

業種の事業所を除く。 

平成 14・16・18・19・21・22・24・25 

（４）地域経済と雇用状況の変化 

◆和泉市の工業の推移◆ 

注：平成 8･9･11・13年は従業者規模 1～3人の内特定業種の

事業所を除く。 

平成 14・16・18・19・21・22・24・25年は従業者規模 1～3

・グラフの注釈の修

正 

・グラフに平成 8,9

年のデータがないた

め 
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年は従業者規模 1～3人の全事業所を除く。 

平成 23年度は工業統計調査は実施されません 

でした。 

人の全事業所を除く。 

平成 23年度は工業統計調査は実施されませんでした。 

 

１９ 

（４）年齢階級別労働力率の状況 

◆男性年齢階級別労働力率◆ 

   表 略 

◆女性年齢階級別労働力率◆ 

   表 略 

（４）年齢階級別労働力率の状況 

◆男性年齢階級別労働力率◆ 

   表 略 

◆女性年齢階級別労働力率◆ 

   表 略 

・数値の変更（労働

力率の算出方法の変

更による修正） 

２１ 

【第５節】 和泉市の人口推計 

(中略) 

 平成 27年 12月に策定した「和泉市人口ビジョン」で行っ

た本市の人口推計については、下記の２つの条件設定に基づ

いて、上位と下位の２つの推計を行っており、この間で人口

が推移すると想定します。本市では、上位推計をめざして第

５次和泉市総合計画を推進します。 

【第５節】 和泉市の人口推計 

(中略) 

平成 28年●月に策定した「和泉市人口ビジョン」で行っ

た本市の人口推計については、下記の２つの条件設定に基づ

いて、上位と下位の２つの推計を行っており、この間で人口

が推移すると想定します。市では、上位推計をめざして第５

次和泉市総合計画を推進します。 

・人口ビジョンの策

定時期を記載 

・字句訂正「市」を

「本市」に修正 

２３ 

【第２節】 まちづくりの視点 

（１）人をつなぐ 

自然災害などを教訓として、地域の絆の大切さが見直され

ています。(以下略) 

【第２節】 まちづくりの視点 

（１）人をつなぐ 

自然災害などを教訓として地域の絆の大切さが見直され

ています。(以下略) 

・会長指摘 

（句読点の追加） 

 

２６ 

第４章  将来都市像 

【第１節】 めざす「将来都市像」と「まちづくりの目標」 

第５次和泉市総合計画において、第３章で示した「まちづ

くりの基本方針」を踏まえ、まちづくりに取り組んだ後の「将

来都市像」と、その実現に向けた「まちづくりの目標」を以

下のとおり設定します。 

第４章  将来都市像 

【第１節】 めざす「将来都市像」と「まちづくりの目標」 

本総合計画において、第３章で示した「まちづくりの基本

方針」を踏まえ、まちづくりに取り組んだ後の「将来都市像」

と、その実現に向けた「まちづくりの目標」を以下のとおり

設定します。 

・会長指摘 

（表現の変更） 
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２８ 

【第２節】 めざす「都市イメージ」 

第５次和泉市総合計画では、「未来に躍進！活力と賑わい

あふれる スマイル都市」を将来都市像とし、その実現に向

けて取り組みます。 

（中略） 

小中一貫教育を推進し、「義務教育９年間で育てる」とい

う理念のもと構築された、一貫性のある特色あるカリキュラ

ムの実施により、進学に不安を感じる子どもは減少するとと

もに、子どもたちは確かな学力を身につけています。 

(中略) 

また、一人ひとりが生活習慣病予防に取り組んでおり、ス

ポーツを通して地域の仲間と交流を図りながら積極的に健

康づくりを実践することにより、健康寿命が延伸していま

す。（以下略） 

【第２節】 めざす「都市イメージ」 

第５次和泉市総合計画では、「未来に躍進！活力と賑わい

あふれる スマイル都市」を将来都市像とし、誰からも選ば

れるまちをめざし、その実現に向けて取り組みます。 

（中略） 

小中一貫教育を推進し、「義務教育９年間で育てる」とい

う理念のもと構築された、一貫性のある特色あるカリキュラ

ムの実施により進学に不安を感じる子どもは減少するとと

もに、子どもたちは確かな学力を身につけています。 

(中略) 

また、一人ひとりが生活習慣病予防に取り組んでおり、ス

ポーツを通して地域の仲間と交流を図りながら積極的に健

康づくりを実践することにより健康寿命が延伸しています。

（以下略） 

・審議会での意見を

踏まえ見直し(下線

を削除) 

 

 

 

 

・会長指摘 

（句読点の追加） 

 

 

 

・会長指摘 

（句読点の追加） 

３１ 

（将来に負担を先送りしない安定した財政運営） 

地域の活性化と収入の確保を図るべく「定住・来訪・ビジ

ネス」の促進に向けてシティプロモーション活動を積極的に

展開し、市の知名度も向上しています。 

 また、市内の公共施設について、施設の機能や役割、老朽

化への対応等を考慮しつつ、効率的な管理運営を行うととも

に、持続可能なまちに向けた取組みが進んでいます。 

 そして、このような取組みが進むことにより、少子高齢化

に伴う社会保障費が増加する中においても、多様化する市民

ニーズに的確に応えながら、安定した財政運営を行っていま

す。 

 

（将来に負担を先送りしない安定した財政運営） 

地域の活性化と収入の確保を図るべく「定住・来訪・ビジ

ネス」の促進に向けてシティプロモーション活動を積極的に

展開し、持続可能なまちに向けた取組みを進めています。 

 また、市内の公共施設について、施設の機能や役割、老朽

化への対応等を考慮しつつ、効率的な管理運営を行っていま

す。 

 そして、このような取組みが進むことにより、少子高齢化

に伴う社会保障費が増加する中においても、多様化する市民

ニーズに的確に応えながら、安定した財政運営を行っていま

す。 

 

 

 

 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 
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10 年後の和泉市は、子どもから高齢者まで誰もがいきい

きと笑顔で暮らせる「“スマイル”都市」となっています。 

 10年後の和泉市は、誰もが夢と希望を抱くことのできる、

誰からも「選ばれるまち」となっています。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し（下線

部） 

３２ 

第５章  政策の取り組み方 

第５次和泉市総合計画がめざす「将来ビジョン」の実現に

向けた「政策の取り組み方」について、次のとおり定めます。 

第５章  政策の取り組み方 

本計画がめざす「将来ビジョン」の実現に向けた「政策の

取り組み方」について、次のとおり定めます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

３４ 

３５ 

【重点施策の体系図】 

１３ 元気に生涯活躍できる環境づくりの推進 

２０ 商店街活性化と産業集積による地域の賑わいの創出 

【重点施策の体系図】 

１３ 高齢者の積極的な社会参加と介護予防 

２０ 商店街活性化による地域の賑わいの創出 

・審議会での意見を

踏まえ見直し《総合

戦略での変更事項》 

３６ 

３７ 

【第１節】 「結婚・出産・子育て」に夢や希望が持てる環

境づくり 

【現状と課題】 

１．未婚率の上昇 

＜結婚意思をもつ未婚者の結婚に対する考え方＞ 

２．晩婚化や出生率低下に伴う少子化の進展 

＜合計特殊出生率の推移＞ 

＜平均初婚年齢・母親平均出生時年齢推移＞ 

 ・グラフの追加 

３８ 

重点施策 01結婚・出産の希望をかなえる環境づくり 

(施策の方針) 

◎将来結婚したいと考えている若者の希望をかなえるため、

結婚につながる支援を推進します。 

◎出産を希望する人が、安全・安心に妊娠、出産、子育てす

ることができるようサポート環境や体制の充実を図り、若

い世代の転入を促進するとともに、合計特殊出生率の向上

を図ります。 

重点施策 01結婚・出産の希望をかなえる環境づくり 

(施策の方針) 

◎将来結婚したいと考えている若者の希望をかなえるため、

結婚につながる支援策に取り組みます。 

◎出産を希望する人が、安全・安心に妊娠、出産することが

できるようサポート体制の充実を図り、合計特殊出生率向

上に向けた取組みを推進します。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し《総合

戦略での変更事項》 
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３８ 

【追加】 

(具体的な取組み) 

◆身近な出産・子育てサポート環境づくり 

○若い世代が希望する子ども数を実現するため、三世代同

居・近居の支援を行うなど、家族が協力し合って出産・子

育てできる環境づくりに取り組みます。 

 ・審議会での意見を

踏まえ見直し《総合

戦略での変更事項》 

３９ 

重点施策 02子どもたちの健やかな発育の支援 

◆乳幼児健康診査の充実 

 

重点施策 02子どもたちの健やかな発育の支援 

◆乳児健康診査の充実 

 

・誤字による《総合

戦略での変更事項》 

４１ 

重点施策 04地域で安心して子育てができる仕組みづくり 

（施策の方針） 

◎子育て家庭の孤立化や不安の解消を図るための仕組みづ

くりを推進します。 

◎子どもを社会で育てる意識づくりを進めるとともに、コミ

ュニティ活動の活性化を図り、地域の子育て力の向上を図

ります。 

◎少子化社会の中で子どもが地域の中で様々な人と出会い、

多様な体験を通じて社会性やコミュニケーション能力な

どを獲得できる仕組みづくりを推進します。 

重点施策 04地域で安心して子育てができる仕組みづくり 

（施策の方針） 

◎子育て家庭の孤立化や不安の解消を図るための仕組みづ

くりに取り組みます。 

◎子どもを社会で育てる意識づくりを進めるとともに、コミ

ュニティ活動の活性化を図り、地域の子育て力の向上に取

り組みます。 

◎少子化社会の中で子どもが地域の中で様々な人と出会い、

多様な体験を通じて社会性やコミュニケーション能力な

どを獲得できる仕組みづくりに取り組みます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

４２ 

重点施策 05子育てと仕事の両立支援体制の充実 

(施策の方針) 

◎就労形態の多様化に対応できる保育体制の充実を図りま

す。 

重点施策 05子育てと仕事の両立支援体制の充実 

(施策の方針) 

◎就労形態の多様化に対応できる保育体制の充実に取り組

みます。 

・会長指摘（表現の

変更）《総合戦略での

変更事項》 

４２ 

◆待機児童解消に向けた取組みの推進 

○待機児童解消に向け、こどもの人口や地域の保育の需給状

況等を踏まえたうえで、保育所の定員増や認定こども園へ

◆待機児童解消に向けた取組みの推進 

○待機児童解消に向け、各保育所の定員増や認定こども園へ

の移行促進等を推進します。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し《総合

戦略での変更事項》 
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の移行促進等を推進します。 ○公立保育所について、こどもの人口、地域の保育の需給状

況等を踏まえたうえで、民営化等を検討します。 

４４ 

【第２節】 社会に貢献できる人材輩出に向けた教育環境の

充実 

【現状と課題】 

５．信頼される指導体制の確立 

○子ども本人や家庭、学校など、複合的な要因で課題を抱え

ており、一人ひとりの背景に寄り添い、適切な指導を行う

ための相談体制の充実が必要となっています。 

【第２節】 社会に貢献できる人材輩出に向けた教育環境の

充実 

【現状と課題】 

５．信頼される指導体制の確立 

○一人ひとりの家庭環境や学校での境遇等の背景に寄り添

い、適切な指導を行うための相談体制の充実が必要となっ

ています。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 

４６ 

重点施策 06 社会の変化に対応できる生きる力を育む人づく

り 

(施策の方針) 

◎就学や進学する際の心理的な不安の軽減を図り、しっかり

と学ぶことができる環境づくりを推進します。 

重点施策 06 社会の変化に対応できる生きる力を育む人づく

り 

(施策の方針) 

◎就学や進学する際の心理的な不安の軽減を図り、しっかり

と学ぶことができる環境づくりに取り組みます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

４６ 

(具体的な取組み) 

◆個性を伸ばす就学前教育の充実 

○集団生活やさまざまな活動を通して、好奇心や探究心を養

い、学習の芽生えを育むことができる教育を推進します。 

○幼稚園、保育所、認定こども園と小学校との連携や交流を

進めるとともに、就学前教育カリキュラムの充実を図りま

す。 

(具体的な取組み) 

◆個性を伸ばす就学前教育の充実 

○幼稚園や保育所において、集団生活を通して、好奇心や探

究心を養うことができる教育を推進します。 

○就学前教育を修了した子どもたちが、安心して小学校に入

学できる環境を整えます。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 

４７ 

重点施策 07豊かな心を育む教育の推進 

(施策の方針) 

◎お互いの生命・人格・人権を尊重し、人を思いやる心や一

人ひとりの感性を大切にする心を持った、人間性豊かな子

どもの育成を図ります。 

重点施策 07豊かな心を育む教育の推進 

(施策の方針) 

◎お互いの生命・人格・人権を尊重し、人を思いやる心や一

人ひとりの感性を大切にする心を持った、人間性豊かな児

童・生徒の育成に取り組みます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 
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４７ 

(具体的な取組み) 

◆道徳教育の充実 

○ 略 

○発達段階に即し、社会生活における望ましい習慣や態度を

養い、子どもが命の大切さやお互いを認め合えるような保

育・教育に幼少期から取り組みます。 

(具体的な取組み) 

◆道徳教育の充実 

○ 略 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 

(下線部分を追加) 

５１ 

重点施策 09 知識・経験を生かして地域に貢献する人材の育

成 

(具体的な取組み) 

◆まちづくりの活動を担う人材の育成 

○市民の学習意欲を醸成するとともに、活力ある地域社会の

実現、まちづくりの活動を担う人材の育成を目的として、

「いずみ市民大学」を開設します。 

○「いずみ市民大学」は、習得した知識を地域のまちづくり

に生かし、その経験を踏まえてさらに習熟度を高めていく

「知の循環」の発信源としての役割を担います。 

重点施策 09 知識・経験を生かして地域に貢献する人材の育

成 

(具体的な取組み) 

◆まちづくりの活動を担う人材の育成 

○市民の学習意欲を醸成するとともに、活力ある地域社会の

実現、まちづくりの活動を担う人材の育成を目的として、

「（仮称）生涯学習大学」を開設します。 

○「（仮称）生涯学習大学」は、習得した知識を地域のまち

づくりに生かし、その経験を踏まえてさらに習熟度を高め

ていく「知の循環」の発信源としての役割を担います。 

・名称が正式決定し

たため、変更 

５３ 

<健康寿命> 

  
男性 女性 

和泉市 大阪府 和泉市 大阪府 

平均余命（年）（A) 79.39 79.06 85.80 85.90 

（以下略） 
 

<健康寿命> 

  
男性 女性 

和泉市 大阪府 和泉市 大阪府 

平均余命（年）（A) 79.39 79.06 85.8 85.9 

（以下略） 
 

・会長指摘 

（表現の変更） 

５４ 

【第４節 施策の体系】 

重点施策 13 元気に生涯活躍できる環境づくりの推進 

【第４節 施策の体系】 

重点施策 13 高齢者の積極的な社会参加と介護予防の推進 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 

《総合戦略での変更

事項》 
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ページ 修正意見等【新】 当初計画（案）【旧】 変更理由 

５５ 

重点施策 11定期的な健康チェックの推進 

(具体的な取組み) 

◆がん予防施策の推進 

○「和泉市がん対策推進条例」に基づき、保健医療機関や関

係団体等と連携を図りながら、がん予防のための教育・相

談・啓発に取り組みます。 

○がんの早期発見・早期治療につなげるため、各種がん検診

の検診体制を充実させるとともに、受診勧奨等により受診

率の向上に取り組みます。 

重点施策 11定期的な健康チェックの推進 

(具体的な取組み) 

◆がん予防施策の推進 

○がんの早期発見・早期治療につなげるため、各種がん検診

の受診率向上に取り組みます。 

○「和泉市がん対策推進条例」に基づき、保健医療機関や関

係団体等と連携を図りながら、さらなるがん予防施策の充

実に取り組みます。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 

《総合戦略での変更

事項》 

５６ 

重点施策 12スポーツを通した心身の健康増進 

(施策の方針) 

◎誰もが気軽に、ライフステージに応じた多様なスポーツ活

動に親しみ、生きがいや健康を育むことができる環境の充

実を図ります。 

◎ 略 

◎スポーツを通じて、地域の仲間たちと親交を深めることが

できる仕組みづくりを推進します。 

重点施策 12スポーツを通した心身の健康増進 

(施策の方針) 

◎誰もが気軽に、ライフステージに応じた多様なスポーツ活

動に親しみ、生きがいや健康を育むことができる環境整備

に取り組みます。 

◎ 略 

◎スポーツを通じて、地域の仲間たちと親交を深めることが

できる仕組みづくりに取り組みます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

５６ 

(具体的な取組み) 

◆スポーツ施設の環境整備 

○市民ニーズや多様なスポーツに対応できるスポーツ施設

の整備・充実に取り組みます。 

(具体的な取組み) 

◆スポーツ施設の環境整備 

○市民ニーズや多様なスポーツに対応できるスポーツ施設

の整備に取り組みます。 

・パブリックコメン

トを踏まえた審議会

での審議により変更 

 

５７ 

重点施策 13 元気に生涯活躍できる環境づくりの推進 

(施策の方針) 

◎高齢者が、健康でいきいきと活躍できるよう、自主的に健

康づくりや介護予防・認知症予防に取り組む風土づくりを

推進します。 

重点施策 13 高齢者の積極的な社会参加と介護予防の推進 

(施策の方針) 

◎高齢者の社会参加を促進するため、豊かな知識や能力を生

かせる場の提供に努め、健康や生きがいづくりにつなげま

す。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 

《総合戦略での変更

事項》 
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ページ 修正意見等【新】 当初計画（案）【旧】 変更理由 

◎高齢者が、地域の中で多世代との交流や趣味、生涯学習等

を楽しむことができるよう、社会参加の場の充実を図りま

す。 

 

(具体的な取組み) 

◆高齢者の健康づくりの推進 

○地域住民による体操の場の発足支援を行うなど、自主的に

健康づくりや介護予防に取り組むことができる仕組みの

構築に努めます。 

○認知症予防のための教室や相談会等を開催し、生活習慣改

善の促進や、早期発見のための知識の普及啓発に努めま

す。 

◆生涯にわたり健康で活躍できる環境づくりの推進 

○老人クラブ、シルバー人材センター、ボランティア活動等

への支援を通じて、豊かな知識や能力を持った高齢者が地

域社会に溶け込み、多世代と協働しながら地域貢献できる

環境づくりを図ります。 

◎高齢者が、地域の中での交流や趣味、生涯学習等に取り組

むことができる環境の充実を図ります。 

◎高齢者がいつまでも元気で日常生活が続けられるよう、効

果的な介護予防事業の実施に取り組みます。 

(具体的な取組み) 

◆社会参加の機会の拡充 

○老人クラブやシルバー人材センター等の活動支援を通じ

て、豊かな知識や能力を持った高齢者がいきいきと住み慣

れた地域で活躍できる機会の拡充に努めます。 

◆多様で効果的な介護予防の推進 

○新たな制度である介護予防・日常生活支援総合事業の円滑

な実施に取り組みます。 

○地域住民やボランティア、ＮＰＯ等の多様な主体による効

果的な介護予防事業を推進します。 

○介護予防に対する関心・機運を高め、地域での自主的な介

護予防活動を促進します。 

５９ 

《関連する個別計画等》 

◆和泉市都市計画マスタープラン 

◆和泉市住宅マスタープラン 

《関連する個別計画等》 

◆都市計画マスタープラン 

◆住宅マスタープラン 

・会長指摘 

（字句の追加） 

６１ 

重点施策 15 住み続けたくなる快適な都市環境の整備 

(施策の方針) 

◎歩道の安全性の確保やゆとりある道路空間の整備を図り

ます。 

重点施策 15 住み続けたくなる快適な都市環境の整備 

(施策の方針) 

◎歩道の安全性の確保やゆとりある道路空間の整備に取り

組みます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 
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ページ 修正意見等【新】 当初計画（案）【旧】 変更理由 

６１ 

(具体的な取組み) 

◆歩行者の安全性・快適性の確保 

○光明池駅及び和泉府中駅周辺地区における歩道のバリア

フリー化を促進します。 

(具体的な取組み) 

◆歩行者の安全性・快適性の確保 

○光明池駅及び和泉府中駅周辺地区における歩道のユニバ

ーサルデザイン化を促進します。 

・表現の変更（交通

バリアフリー基本構

想に基づくため） 

６１ 

◆有効な土地利用の促進 

○不適切な状態で放置された空き家等について、危険性や環

境、都市景観の観点から、所有者等に助言・指導を行い、

適正管理を促します。 

◆有効な土地利用の促進 

○不適切な状態で放置された空き家等について、所有者等に

助言・指導を行い、適正管理を促します。 

・審議会での意見を

踏まえ見直し 

（下線部の追加） 

６２ 

重点施策 16 外出を容易にする交通機能の充実 

(施策の方針) 

◎車に依存しなくても、日常的な外出がしやすい交通機能の

整備を推進します。 

◎公共交通空白地域の解消を図ります。 

重点施策 16 外出を容易にする交通機能の充実 

(施策の方針) 

◎車に依存しなくても、日常的な外出がしやすい交通機能の

整備に取り組みます。 

◎公共交通空白地域の解消に取り組みます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

６５ 

重点施策 17 環境負荷の少ない社会システムの構築 

(施策の方針) 

◎市民一人ひとりの環境問題に対する意識を高めるととも

に、省エネルギー化の推進や太陽光発電等の新エネルギー

の積極的な利用を促進し、低炭素社会の実現をめざしま

す。 

重点施策 17 環境負荷の少ない社会システムの構築 

(施策の方針) 

◎市民一人ひとりの環境問題に対する意識を高めるととも

に、省エネルギー化の推進や太陽光発電等の新エネルギー

の積極的な利用を促進し、低炭素社会の実現に向けて取り

組みます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

６７ 

【第１節】 活力ある地域産業の実現と地域雇用の創出 

１．ものづくり産業を取り巻く環境 

＜小売業の事業所数、従業者数の推移＞ 表 略 

＜卸売業の事業所数、従業者数の推移＞ 表 略 

＜小売業の売り場面積の推移＞     表 略 

＜卸売業の年間商品販売額の推移＞   表 略 

【第１節】 活力ある地域産業の実現と地域雇用の創出 

１．ものづくり産業を取り巻く環境 

＜小売業の事業所数、従業者数の推移＞ 表 略 

＜卸売業の事業所数、従業者数の推移＞ 表 略 

＜小売業の売り場面積の推移＞     表 略 

＜卸売業の年間商品販売額の推移＞   表 略 

・表のデータを更新 
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ページ 修正意見等【新】 当初計画（案）【旧】 変更理由 

６８ 

２．商店街を取り巻く環境 

○本市では、大型量販店等の商業施設が相次いで出店するな

ど、消費者ニーズの多様化に対応する店舗が増加し、市民

の利便性が増していますが、商店街においては、商店街組

織の解散や商店の廃業が増加し、空き店舗が目立つように

なっています。 

２．商店街を取り巻く環境 

○大型量販店やチェーン店など大型商業施設が相次いで出

店するなど消費者ニーズの多様化に対応する店舗が増加

し、市民の利便性が増していますが、商店街においては、

商店街組織の解散や商店の廃業が増加し、空き店舗が目立

つようになっています。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

６８ 

３．農林業を取り巻く環境 

○本市の農林業は、地産地消を始めとした都市近郊の有利な

立地・特性を生かした事業展開を図っている一方、就業者

の高齢化や後継者不足などにより耕作放棄地や不作付地

が生じ、農地及び林地の維持・保全面で様々な課題を抱え、

経営安定化や担い手の育成に向けた支援が重要となって

います。 

 

３．農林業を取り巻く環境 

○本市の農林業は、地産地消を始めとした都市近郊の有利な

立地・特性を生かした事業展開を図っている一方、就業者

の高齢化や担い手不足などにより、農地及び林地の維持・

保全面で様々な課題を抱えています。 

○農地面積の減少が続き、農業生産が行われない耕作放棄地

や不作付地が年々増加し、総合的な耕作放棄地の解消対策

が求められています。 

・審議会での意見を

踏まえ修正 

 

 

 

 

 

 

６９ 

【第４節 施策の体系】 

重点施策 20 商店街活性化と産業集積による地域の賑わい

の創出 

【第４節 施策の体系】 

重点施策 20 商店街活性化による地域の賑わいの創出 

・数値目標の見直し

を踏まえ修正《総合

戦略での変更事項》 

６９ 

《関連する個別計画等》 

◆和泉市就労支援計画 

◆和泉市農業振興地域整備計画 

《関連する個別計画等》 

◆和泉市就労支援計画 

・審議会での意見を

踏まえ追加 

７１ 

重点施策 20 商店街活性化と産業集積による地域の賑わい

の創出 

(施策の方針) 

◎ 略 

◎市内における産業の集積を促進・維持し、地域産業の活性

化と市内雇用の拡充を図ります。 

重点施策 20 商店街活性化による地域の賑わいの創出 

 

(施策の方針) 

◎ 略 

 

・数値目標の見直し

を踏まえ修正《総合

戦略での変更事項》 
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７１ 

(具体的な取組み) 

◆空き店舗活用の支援 

○商店街での創業希望者に対し、市の創業支援事業計画に基

づき、創業時の費用負担軽減や個別相談等の支援を行うと

ともに、空き店舗の減少に向けて取り組みます。 

 

(具体的な取組み) 

◆空き店舗活用の支援 

○創業時の費用負担の軽減及び空き店舗の減少のため、創業

希望者が創業支援事業計画に基づいて、商工会議所等のセ

ミナーや個別相談を受け、商店街で創業するための支援を

行います。 

・会長指摘（文章表

現の変更）《総合戦略

での変更事項》 

７１ 

◆商店街活性化の支援 

○専門家による個店への経営支援等により、魅力あるモデル

店を創出するとともに、販売促進に向けたモデル店の取組

みやノウハウを他の個店や商店街全体へ波及させ、賑わい

創出を図ります。 

◆商店街活性化の支援 

○専門家による個店への経営支援を行う等、魅力あるモデル

店を創出し、他の個店や商店街全体へ波及させ、賑わい創

出を図ります。 

・会長指摘（文章表

現の変更）《総合戦略

での変更事項》 

７１ 

【追加】 

◆産業集積の促進 

○テクノステージ和泉やトリヴェール和泉西部地区におい

て、新たな企業の進出を促すなど、継続的な産業の集積を

図ります。 

 ・数値目標の見直し

を踏まえ追加《総合

戦略での変更事項》 

７２ 

重点施策 21 産業として成立する農林業の確立 

(施策の方針) 

◎６次産業化に対する支援を行うなど、総合的な地域農林業

活性化策を講じることにより、農林業経営の安定化につな

げます。 

重点施策 21 産業として成立する農林業の確立 

(施策の方針) 

◎儲かる農林業の確立に向けた６次産業化に対する支援な

ど総合的な地域農林業活性化策により、農林業経営の安定

化につなげます。 

・会長指摘（文章表

現の変更）《総合戦略

での変更事項》 

７２ 

(具体的な取組み) 

◆地産地消・都市農村交流の推進 

○都市近郊に立地する本市農業の特性を生かし、生産者と消

費者を直接結びつける地産地消の取組みを推進し、安全で

安心な農産物を市民に届けるとともに、農業体験交流施設

(具体的な取組み) 

◆地産地消・都市農村交流の推進 

○都市近郊に立地する本市農業の特性を生かし、生産者と消

費者を直接結びつける地産地消の取組みを推進し、安全で

安心な農産物を市民に届けるとともに、農業体験交流施設

・パブリックコメン

トを受けて変更 
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（いずみふれあい農の里）や道の駅を併設する南部リージ

ョンセンターにおいて、市内産農産物のＰＲ等を積極的に

行います。 

（いずみふれあい農の里）を拠点に農業体験を通じて、市

内産農産物のＰＲを積極的に行います。 

７３ 

重点施策 22 安定した雇用の創出と次代の担い手の育成 

(具体的な取組み)  

◆農林業の担い手の育成 

○農林業関係機関及び各種団体と連携を図りながら、新規就

業者確保・育成に向けた講座を開講し、意欲ある担い手を

育成します。 

重点施策 22 安定した雇用の創出と次代の担い手の育成 

(具体的な取組み) 

◆農林業の担い手の育成 

○本市の農林業を牽引する事業者や関係機関と連携を図り

ながら、新規就業者確保・育成に向けた講座を開講し、意

欲ある担い手を育成します。 

・文章表現の変更《総

合戦略での変更事

項》 

７５ 

《関連する個別計画等》 

◆和泉市観光振興戦略プラン 

 

《関連する個別計画等》 

◆（仮称）和泉観光振興戦略プラン 

◆和泉躍進プラン（案） 

 

・策定のため変更 

・関連する個別計画

でないため削除 

７６ 

重点施策 23 地域資源を活用した観光産業の振興 

（施策の方針） 

◎地場産業や歴史遺産など地域資源を活用し、本市の特性を

生かした「和泉の観光スタイル」の確立を図るとともに、

周辺地域との連携も併せて推進し、交流人口の拡大をめざ

します。 

◎ 略 

重点施策 23 地域資源を活用した観光産業の振興 

（施策の方針） 

◎地場産業や歴史遺産など地域資源を活用し、他の地域と差

別化した和泉市にしかできない意外性と話題性のある「和

泉の観光スタイル」を確立します。 

 

◎ 略 

・パブリックコメン

トを受けて変更 
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７６ 

 (具体的な取組み)  

◆歴史遺産を活かした観光拠点の整備 

○史跡池上曽根遺跡や史跡和泉黄金塚古墳をはじめとする

歴史遺産の整備を行い、観光拠点としての活用を図りま

す。 

○池上曽根史跡公園やいずみの国歴史館等の展示公開施設

について、泉大津市立池上曽根弥生学習館及び大阪府立弥

生文化博物館と連携し、観光拠点として一体的な活用を図

ります。 

 (具体的な取組み)  

◆歴史遺産を活かした観光拠点の整備 

○史跡池上曽根遺跡や史跡和泉黄金塚古墳をはじめとする

歴史遺産やいずみの国歴史館をはじめとした展示公開施

設を観光の拠点として整備し、活用を図ります。 

○近隣にある泉大津市、大阪府立弥生文化博物館と連携し、

池上曽根史跡公園、池上曽根弥生学習館、弥生文化博物館

を一体として活用できるように取り組みます。 

・会長指摘（文章表

現の変更）《総合戦略

での変更事項》 

７６ 

◆外国人観光客の受入れ体制の強化 

○近年増加している外国人観光客の誘致を図るため、近隣市

町との連携を行うなど広域的な取組みを推進します。 

○市内観光施設において、多言語に対応した映像やパンフレ

ットの作成、表示板の設置を推進するほか、無料公衆無線

ＬＡＮの整備など、施設の充実を図ります。 

◆外国人観光客の受入れ体制の強化 

○近年増加している外国人観光客の誘致を図るとともに、市

内観光施設において、多言語に対応した映像やパンフレッ

トの作成、表示板の設置を推進するほか、無料公衆無線Ｌ

ＡＮの整備など、施設の充実を図ります。 

・パブリックコメン

トを受けて変更 

 

・審議会での意見を

踏まえ見直し《総合

戦略での変更事項》 

８０ 

重点施策 25 地域医療の充実 

(具体的な取組み) 

◆救急医療体制の充実 

○平成 26 年 4 月の指定管理者制度への移行から 3 年以内に

救急医療を再開することを目標とし、市民が安心できる救

急医療体制づくりを段階的に行います。 

重点施策 25 地域医療の充実 

(具体的な取組み) 

◆救急医療体制の充実 

○平成 26 年 4 月の指定管理者制度への移行から 3 年以内に

救急医療を再開することを目標とし、市民がいざという時

に安心できる救急医療供給体制づくりを段階的に行いま

す。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

８１ 

重点施策 26 支援を必要とする人への相談支援体制の充実 

(具体的な取組み) 

◆地域包括ケアシステムの構築 

○全ての高齢者が、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続け

重点施策 26 支援を必要とする人への相談支援体制の充実 

(具体的な取組み) 

◆地域包括ケアシステムの構築 

○医療機関と介護事業所の連携強化を図り、入退院と在宅の

・会長指摘（内容が

下記の項目と重複し

ているため見直し）

《総合戦略での変更
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られるよう、在宅医療と介護の連携を推進するなど、医

療・介護・介護予防・住まい・生活支援を包括的に提供で

きる相談・支援体制（地域包括ケアシステム）の構築に取

り組みます。 

移行を円滑にし、それぞれのニーズに応じた切れ目のない

サービスが提供される仕組みづくりを推進するなど、医

療・介護・介護予防・住まい・生活支援を包括的に確保す

る地域包括ケアシステムの構築に取り組みます。 

事項》 

８１ ＜削除＞ 

◆高齢者の相談支援体制の充実 

○高齢者の心身の保健保持及び生活の安定や向上のための

必要な援助を行うほか、介護予防を推進するため地域包括

支援センターの機能の充実を図ります。 

・上記項目と統合し

たため削除《総合戦

略での変更事項》 

８２ 

重点施策 27 安心して生活できる防犯体制の整備 

(具体的な取組み) 

◆連携による防犯体制の充実 

○和泉防犯協議会、和泉市安全なまちづくり推進協議会や警

察機関と一体となって、効果的に防犯活動に取り組みま

す。 

重点施策 27 安心して生活できる防犯体制の整備 

(具体的な取組み) 

◆連携による防犯体制の充実 

○和泉防犯協議会、和泉市安全なまちづくり推進協議会や警

察機関と一体となって効果的に防犯活動に取り組みます。 

・会長指摘（読点の

追加）《総合戦略での

変更事項》 

８７ 

【追加】 

重点施策 30 災害に強い環境づくりの推進 

(具体的な取組み) 

◆災害に強い環境づくりの整備 

○農地を避難空間や災害復旧用資材置場等として利用する

ため、関係機関と協力し、防災農地の活用に取り組みます。 

 ・審議会での意見を

踏まえ、下線部を追

加 

８８ 

【第１節】 みんなで取り組む連携・協働のまちづくり 

【現状と課題】 

１．コミュニティの活性化、連携の必要性 

○地域ぐるみで子育てや防犯の取組みが行われるなど、コミ

ュニティの連携による活動が行われていますが、地縁的な

コミュニティ活動を志向しない世帯の増加による自治会

【第１節】 みんなで取り組む連携・協働のまちづくり 

【現状と課題】 

１．コミュニティの活性化、連携の必要性 

○地域ぐるみで子育てや防犯の取組が行われるなどコミュ

ニティの連携がなされていますが、地縁的なコミュニティ

活動を志向しない世帯の増加による自治会の加入率の低

・会長指摘 

（表現の変更） 
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の加入率の低下、高齢者単身世帯の増加、若手が地域活動

へ積極的に参加しない等の課題があり、日常や災害時の力

となる地域力の向上をめざした取組が求められています。 

○ 略 

○成熟社会や少子高齢化の進展により、家族や個人、地域の

あり方が変わり、市民ニーズが複雑化、多様化しています。

これらの市民ニーズすべてに行政のみで対応することは

困難なため、地域の実情に応じて様々な団体や人々が連

携・協力することが求められています。 

○ 略 

下、高齢者単身世帯の増加、若手が地域活動へ積極的に参

加しない等の課題があり、日常や災害時の力となる地域力

の向上をめざした取組が求められています。 

○ 略 

○成熟社会や少子高齢化の進展により、家族や個人、地域の

あり方が変わり、市民ニーズが複雑化、多様化し、これら

の市民ニーズすべてに行政のみで対応することは困難な

ため、地域の実情に応じ、行政だけでなく、様々な団体や

人々が連携、協力することが求められています。 

○ 略 

９１ 

重点施策 32 地域で地域課題を解決する支えあいの仕組み

づくり 

(施策の方針) 

◎ 略 

◎学校、家庭、地域住民がそれぞれの役割を担い、地域や社

会全体で青少年の健全育成を推進します。 

重点施策 32 地域で地域課題を解決する支えあいの仕組み

づくり 

(施策の方針) 

◎ 略 

◎学校、家庭、地域住民がそれぞれの役割を担い、青少年の

健全育成に地域や社会全体で取り組みます。 

・会長指摘 

（表現の変更） 

９２ 

【第２節】 多様性を認め合う人権尊重のまちづくり  

【現状と課題】 

１．人権を尊重するまちづくり 

○ 略 

○外国人の定住化・多様化により多文化共生社会が進展して

いるにも関わらず他国の文化への理解の不十分さがあら

われたり、情報社会の進展に伴いインターネット等を通じ

た差別やいじめが発生するなど、時代の変遷とともに新た

な諸問題が顕在化しています。 

【第２節】 多様性を認め合う人権尊重のまちづくり  

【現状と課題】 

１．人権を尊重するまちづくり 

○ 略 

○外国人の定住化・多様化による多文化社会の進展や、イン

ターネット等を通じた差別やいじめが発生するなど情報

社会の進展に伴う複雑化により、時代の変遷とともに新た

な諸問題が顕在化しています。 

 

・審議会での意見を

踏まえ、下線部を修

正 
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９６ 

 

<削除> 

《関連する個別計画等》 

◆（仮称）和泉市公共施設等総合管理計画 

・策定にいたってい

ないため削除 

９７ 

重点施策 34 既存ストックの適正管理の促進 

(施策の方針) 

◎少子高齢化社会の進行に伴う市民のニーズや利用需要の

変化に適応した公共施設等の適正配置を推進します。 

重点施策 34 既存ストックの適正管理の促進 

(施策の方針) 

◎少子高齢化社会の進行に伴う市民のニーズや利用需要の

変化に適応した公共施設等の適正配置に取り組みます。 

・会長指摘（表現の

変更）《総合戦略での

変更事項》 

９７ 

(具体的な取組み) 

◆資産保有の最適化 

○社会情勢や多様化する市民ニーズに的確に対応できる公

共施設の有効利用を実現するため、市が保有する施設の機

能転換・再編成・廃止等について検討・実施します。 

(具体的な取組み) 

◆資産保有の最適化 

○社会経済情勢や多様化する市民ニーズに的確に対応でき

る公共施設の有効利用を実現するため、市が保有する施設

の機能転換・再編成・廃止等について検討・実施します。 

・会長指摘（表現の

変更）《総合戦略での

変更事項》 

９８ 

重点施策 35 市民の信頼に応え、都市経営を支える行財政

運営 

(施策の方針) 

中略 

◎定住人口・交流人口の拡大に向け、本市の魅力を内外に効

果的に発信します。 

重点施策 35 市民の信頼に応え、都市経営を支える行財政

運営 

(施策の方針) 

中略 

◎定住人口・交流人口の拡大に向け、本市の魅力を効果的に

発信します。 

・審議会での意見を

踏まえ、下線部を追

加 

９８ 

(具体的な取組み) 

◆健全財政の確保 

○将来にわたって健全な財政運営を維持するため、事業の選

択と集中を図りながら、経常的な経費の抑制や市税をはじ

めとする自主財源の確保、市が保有する資産の有効活用に

努めます。 

(具体的な取組み) 

◆健全財政の確保 

○将来にわたって健全な財政運営を維持するため、経常的な

経費の抑制や市税をはじめとする自主財源の確保、市が保

有する資産の有効活用に努めます。 

・審議会での意見を

踏まえ、下線部を追

加 
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９８ 

◆透明性・利便性の高い市政運営と市庁舎の整備 

○個人情報の保護に十分に配慮しつつ、情報公開制度の適正

な運用やＩＣＴの活用を図りながら市民サービスの向上

に取り組みます。 

◆透明性・利便性の高い市政運営と市庁舎の整備 

○個人情報の保護に十分に配慮しつつ、情報公開制度の適正

な運用や窓口サービスの向上に取り組みます。 

・審議会での意見を

踏まえ、下線部を追

加 

９８ 

◆和泉シティプロモーション事業の推進 

○本市の魅力を市内外に戦略的に発信することにより、知名

度の向上と良好な都市ブランドの確立を図り、効果的に

「定住・来訪・ビジネス」の促進につなげます。 

◆和泉シティプロモーション事業の推進 

○本市の魅力を市内外に戦略的に発信することにより良好

な都市ブランドを確立し、効果的に「定住・来訪・ビジネ

ス」の促進につなげます。 

・審議会での意見を

踏まえ、下線部を追

加 

 

【修正箇所対比表】和泉市まち・ひと・しごと創生総合戦略 

総合戦略 

該当箇所 
新 旧 変更理由 

P１５ 

基本目標Ⅲ 

健康寿命の

延伸をめざ

した健康づ

くりの推進 

 

（数値目標） 

指  標 基準値（平成

26年度） 

数値目標（平

成 31年度） 

国民健康保険にかかる医

療費の総額に占める生活

習慣病にかかる医療費の

割合 

34.7％ 30.0％ 

略 略 略 
 

（数値目標） 

指  標 基準値（平成

26年度） 

数値目標（平

成 31年度） 

国民健康保険にかかる医

療費の総額に占める生活

習慣病にかかる医療費の

割合 

32.6％ 30.0％ 

略 略 略 
 

和泉市国民健

康保険保健事

業実施計画（デ

ータヘルス計

画）の策定過程

で精査したと

ころ、数値の誤

りが判明した

ため。 

※上記の第５次和泉市総合計画（案）と重複する部分について同様 

 


